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Growth Patterns and Distribution of Evergreen Broad~leaf Trees 

Yutaka YuRUGI and Hiroshi NAGATA 

YR UGI, Yutaka & NAGATA, Hiroshi : Studies on dormancy in woody plants (II) Growth patttems and 

distribution of evergreen broad-leaf trees. Bull. Fae. Agr. Mie Univ. 63 : 199~ 203, 1981. Growth patterns of four 

evergreen broad-leaf trees distributed in this warm temperate zone on long-days and shorじdayswere studied, 

and the relationship between growth patterns and distribution was discussed. Myrica rubra SIER. et Zucc., 

Cinnamoum cm11J;/zora SIER., and Q11erc11s glauca THUNB. showed periodic growth on long-days and even on short 

-days. So they can be distributed in the subtropical zone without being induced lo bud dormancy. These three 

species seem to be induced lo bud dormancy with lowering temperatures in autumn, and to be released from bud 

dormancy with winter chilling in this region. Machi/us thunbergii SIEB. et Zucc. showed periodic growth on long 

-days, but showed only one flush and then no growth on short-days. It may be considered, therefore, that 

Machi/us thunbergii can be distributed in the subtropical zone, having an ecotype showing periodic growth on 

short-days. 

ガ木 股・永田 洋：樹木の休眠に関する研究 (II) 常緑広葉樹の生長パターンと天然分布 三重大農学報 63:

199~203, 1981 この暖帯地方に分布する常緑広築樹 4種の長日条件と短日条件下ての生長パターンをしらべ，その天然

分布との関連を考察した。ヤマモモ• クスノキ，アラカ・ンは長日条件，短日条件下ともで周期的生長を示した。そこて，

これら 3樹種は亜熱幣地方ては休眠に入ることなく，分布可能なのてあろう。また，この暖幣地方では，秋の低温によ

て芽は休眠に入り，冬の低温によって解除されるのてあらう。タプノキは長日条件下で周期的生長を示すが，短日条件

下では 1回のフラソシュをみたのみてあった。このタプノキが,m熱帯地方に分布しているのは，短日条件下でも周期的

生長を示す生態型かあるためであろう。

I. はじめに

樹木の休眠に関する研究は主としてアカマッ n, ポプ

ラ2)を中心に進めてきたが，さらに休眠現象の研究の巾を

拡げるため， これらと天然分布域が異なり，亜熱帯地域

まて分布してし、る常緑広薬樹を選んで休眠パクーンと天

然分布との関連を検討した。

また，本研究ては，生長経過を平均値をもちし、ないて

1本 1本のちがし、を明らかにすること・:生長ハターンを

比較した。

II. 材料と方法

昭和56年 6月30FJ受皿

実験にもらし、た材料は， クプノキ (Machi/usthunber・

gii S!Ell. et ZUCC.), アラカシ (Quercus glauca 

THUN!l.), クスノキ (Cinnamomumcampho四 SIE!l.),

ヤマモモ (Myricambra Smn. et Zucc.)で，三重県産

種子より育成した鉢植えの 2~3年生苗である。

日長処理を行う場合は，植物体を毎日，午前 9時から

午後 5時までの 8時間室外の太腸光のもとにおぎ，その

後室内に移し， 20w昼光色螢光灯で補光（植物体上部で

約5001レノクス）し，必要な日長処理を行った。温度条件

は， 9月中旬まては制御せず，その後は温室内で最低気

温を18℃，最高気温を28℃に制御した。
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15 

Ill 結 果 と 考 察

〔実験 I〕生長パクーンにおよぽす日長の影響

タブノキ，アラカシ．クスノキ，ヤマモモの生長バクー

ンを 8, 12, 16, 20時間日長で調ぺた。いづれの樹種の

場合も， 16と20時間日長，ならびに， 8と12時間日長の

間で差異がみとめられなかったので， 12時間日長と20時

間日長での生長パクーンを示した。

クプノキ (Fig.-1)では， 20時間日長では明らかに周

期的生長 (periodicgrowth)パターンが見られた。生長

停止している期間は休眠しているというより，次の生長

の準備段階と思われる。 12時間日長では， 2-3週間の

間に生長を停止し，その後，生長を再開しなかった。こ

の様に，短日で完全に生長を停止して休眠に入るような

樹種は，もし，低温が休眠を解除する要因であるとする

と，亜熱帯地域にまで分布することは考えにくい。この

問題は，あとで検討する。

アラカシ(Fig.-2),クスノキ(Fig.-3),ヤマモモ(Fig.

-4)は， 12時間日長でも20時間日長でも周期的生長を示

した。したがって，短日で休眠に入るタイプてないことは

明らかである。最低気温が18℃以上のような地域では，

少なくとも休眠に入らないので，天然分布の南限は，休

眠解除に低温が必要な樹種と異なり，亜熱帯地域まで分

布することは可能である。

4
0
3
0
2
0
1
0
0
4
0
 

(g)
名
M
O
.
I
;
:
)

/ 
o-0-0-0-o-o-o 

20 。-o-o
／ 

•-

/ 

゜•-
o-o一〇一〇

゜
／ 

／ ぇ—口ぷ ， 
o=!l=i:l=l!l=!!=l!l=!! 

0 ローローロ 。

ふこ~:::にこ。ー.,_.,,,,,,; --ロー扇-11ーロー鑓一霞
I _,.-
,,,: ローローロー..-〇 閾一曰一国一髯ーローm-18-璽

3
0
2
0
 

1
0
0
 lJ
S
 

12 

10 0ー0一〇一o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o
／゚ -ローローo-

o匹
転炉o≪m-

lil=QニロニQ二：〇二：B二：ll=Q二0ニlil=lil=lilニ11-ローローロ
一霞一匿一曰ー11一塁一扇一鱈-11-11一鑓ー曰一霞一畠一国一国一国

゜

A

8

.

。

”

-

F
 u

.

。一

＾
 F 8

.

。

•
一

A
 

F
 8

0

 

A

9

 

一

口

鑓

0

＾
 

日

0

t
 

^

n

》

／
 

.

＂

-

゜

•• 

|
|
1
>
6
9
 

•• 

ヽ゚

／
／
 

.

.
 

A
□
 

... 鼻
―
―
“
―日

0
•
一

●●,．

6
 

•••• 
I-
6

日

0

-
＂
/
”
/
 

も

ロ

ロ

。
6
 
•. 

℃
 

"
l
L仏
i
.

1
 

゜

っ／，．

●
,
'
．
ロ
・
・

.

.

.

.

.

.

.

.
 ＊

-t-

•. 
日

S

・
l-I 

i“ 

c
g
.
P
 

~
一
／

ロ^
／，9
,

督

.• 
・
{i
 

ヽO・ 

f

↓
 

5

0

1

5

 

(g) l
{
l
M
O
J
!
)
 

20 

10 

1
0
0
'
I
S
 

12 

5
 

゜
5
 

10 15 
Weeks 

20 

Fig. 2. Growth patterns of individual plants of 

Quercus glauca grown under 12-hr (12) and 2かhr

(20) photoperiods from July 1, 1979 
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Fig. 1. Growth patterns of individual plants of 

Machilus thunbergii grown under 12-hr (12) and 

20-hr (20) photoperiods from June 22, 1979 
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Fig. 3. Grouth patterns of individual plants of 

Cinnamomum camf1hora groun under 12-hr (12) 

and 20--hr (20) photoperiods from July, 1, 1979 
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Fig. 4. Growth patterns of individual plants of 
Myrica rubra grown under 12-hr (12) and 20-hr 

(20) photoperiods from June 22, 1979 

〔実験II〕休眠解除におよぽす湿度の影響

クプノキは休眠するようであるが，アラカ・ン， クスノ

キ，ヤマモモは休眠しない可能性もある。そこで， これ

らの樹種が自然状態のもとで生長停止したのち，生長再

開の様子を調査した。なお，比較の目的で，長日条件下

では連続的な生長をし，短日条件下で生長を停止し，休

眠するボプラ (PoJ;u{usX euramericana cv'I-214')を

加えた。

（］） クプノキ，アラカシ， クスノキ，ヤマモモとポプ

ラ（完全落葉後）を11月下旬， 18",28℃自然日長条件（コ

イトトロン 2 Sー特殊型）に移し，頂芽の開芽経過を

追跡した (Fig.-5)。

各樹種とも，それぞれの処理に20~25本の苗木をもち

いた。 28℃のもとでは， 15週間以内にポプラは約20%開

芽したのみであったが，タプノキ， クスノキ，ヤマモモ

では80~100%開芽した。また，アラブ）、ンでも60%以上開

芽した。しかし， 18℃のもとでは， クスノキ，ヤマモモ

は順調に開芽したが，タプノキでは開芽のおくれと開芽

率の低いことがめだった。アラカシの18℃での開芽は常

緑3樹種よりもボプラに近かった。ここでは，短日条件

下で休眠に入るとみられるタフ＇ノキの開芽が 28℃で良

かったのは興味あることである。クプノキは休眠に入る
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Fig. 5. Sprouting nf winter buds (terminal buds) of 
Myガcarubra (A) from November 23, Cinna-
mom um camphora (B) from November 18, 

Machi/us thunbergii (C) from November 18, 
伽 ercusglauca (D) from November 17 and 
Populus euramericana I -214 (E) from Novem-

ber 25 in 1979 under natural photoperiods at 
18℃ (18) and 28℃ (28) 

としても，ボプラほど深くないようだ。また，アラカシ，

クスノキ，ヤマモモの頂芽が休眠に入ったかどうか， こ

の結果からは判断できない。

(2) 11月下旬から 2月中旬までの冬期間の影響をみる

ため， 2月16日，クプノキ，アラカ、ン， クスノキ（途中

で頂芽を虫に食害されたため図では除外），ヤマモモを

18℃自然日長条件下に移し，開芽経過をみた (Fig.-6)。

11月下旬の場合 (Fig.-5)よりも開芽が容易になってい

ることが明らかである。これは，冬期の低温に会うこと

によって頂芽の開芽がより容易になったことを意味す

る。すなわち，短日条件(18℃以上）で休眠に入らなかっ

たアラカッ， クスノキ，ヤマモモも，それほど深くはな

いが，休眠したと思われる。また，その休眠溝入条件は，
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Fig. 7. Growth patterns of individual plants of 

M囀 i/11sthunbergii grown under natural photo-
periods at 28℃ from November 18, 1979 

Weeks 

Fig. 6. Sprouting of winter buds (terminal buds) of 
Myrica rubra (A), Machilt~~thunbergii (C) and 

Quercus glauca {D) unaer natural photoperiods 

at 18℃ and 28℃ (28) from February 16, 1979 

秋から冬にかけての低温であろう。

〔実験Ill〕

タプノキの天然分布が亜熱帯地域まで広がっている問

題は，まだ未解決である。そこで， 28℃自然日長条件下

で開芽をみたクプノキ，ヤマモモのうち何本かについて

その後の生長経過を調ぺた (Fig.-7,8)。その結果，ヤ

マモモしま，すべての個体が周期的生長をしめした。しか

し，タフ＇ノキでは，多くの個体で周期的生長がみられた

が， 1個体だけは最初 1回の開芽はみられたが，それ以

後は開芽伸長を示さなかった。 12,20時間日長処理をし

たときの結果 (Fig.-1)とことなり， 28℃定温下で12月

下旬から 2月中旬にかけて自然の短日条件下で多くの個

体が周期的生長を示した。すると，先きの12時間日長で

(Fig.-1) 4個体が肘期的生長を示さなかった理由は何

であろうか。

そこで，クプノキの苗木本数をふやし，各処理区28~33

本とし， 12月5日から 8, 12, 16, 20時間日長のもとで

の頂芽の開芽を観察した (Fig.-9)。温度条件は最高
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Fig. 8. Growth patterns of individual plants of 

My1ica mbra grown under natural photoperiods 

at 28℃ from November 18, 1979 
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Fig. 9. Sprouting of winter buds (terminal buds) of 

Machi/us thunbergii grown under 8-hr (8), 12-hr 
(12), 16-hr (16) and 20-hr (20) photoperiods from 

December 1, 1980. The temperature was con-

trolled as well as possible, with a minimum of 

18℃ . The maximum day temperature in the 

greenhouse was kept below 28℃ 
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28℃，最低18℃に制御した。その結果， クプノキの頂芽

の開芽には， 日長の影響は認められなかった。主た，母

樹を異にする苗木で開芽のしやすさに差異のあることが

認められた。

三重県下に分布するクプノキの日長反応は母樹によっ

て相当ことなるようである。すなわち， クプノキにはH

長反応を異にする生態型 (ecotype)が存在し，亜熱帯地

方にも分布可能なタイプは短日条件下で周期的生長を示

し，比較的北方まで分布が可能なクイプは短日条件下で

生長を停止し休眠に入ると推定した。
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